
令和８年度 ツキノワグマによる人身被害防止対策

○令和７年度のクマの生息数は、令和７年度の捕獲実績や令和８年春の出没・捕獲状況などを踏まえると、
これまでの推定生息数より増加している可能性が高いと考えられる。

○令和８年５月19日には今年度初の人身被害が発生し、クマ出没警戒注意報を発表（６/20には２件目発生）

現 状

クマ出没時の対応・体制の強化、人とクマのすみ分けの実現

令和８年度の対策

生息状況調査

○市町村・猟友会と協力してクマ捕獲を切れ目なく実施

✓人の生活圏に出没したクマは、市町村の有害捕獲や
緊急銃猟により捕獲

✓人の生活圏へのクマの侵入防止のため、春期管理捕
獲を含め県指定管理捕獲の期間を延長して実施

・市町村の緊急銃猟に係る体制整備を支援
（資機材整備、訓練実施(5市)等）

・市町村の鳥獣被害防止専門員の雇用を支援（4市5名）

・狩猟免許取得に向けた講習開催や経費支援を継続する
とともに、クマの捕獲技術向上研修を増加

・自動撮影カメラの倍増（120台→240台）や
国の個体数調査との連携により精度向上

ツキノワグマの捕獲・体制

生息環境管理

・藪刈り払いや放任果樹等の除去の実施エリア
を拡大（県管理河川 6河川→17河川）

県民への注意喚起

・多様な媒体による繰り返しの情報発信など
広報活動を強化し、県民自ら危険を回避する
行動を呼びかけ

【予算(R8当初+2月冒頭):クマ総合対策事業 377,538千円（⑦121,900千円）】

第４期ツキノワグマ管理計画（R9～R13）の策定

［方向性・ポイント］ ～人の生活圏及びその周辺におけるクマの管理強化～
・ 市街地と農地等を統合した「排除エリア」に出没するクマは、捕獲上限によらず原則捕獲
・ 排除エリア周辺の「管理強化エリア」では、クマの定着防止、排除エリアへの侵入防止のための捕獲を実施 など
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